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『
灸
炳
塩
土
伝
」
二
巻
は
、
江
戸
中
期
の
和
方
家
・
三
宅
意
安
の

手
に
な
る
灸
法
書
で
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
序
文
が
付
さ
れ

て
い
る
。
古
伝
の
灸
法
を
六
十
七
条
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
書
名

の
由
来
は
、
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
・
神
代
下
の
一
節
「
於
是
彦
火

火
出
見
尊
。
不
知
所
求
。
但
有
憂
吟
。
乃
行
至
海
辺
。
祐
樫
瑳
嘆
。

時
有
一
長
老
。
忽
然
而
至
。
自
称
塩
土
老
翁
。
乃
問
之
日
・
」
に
ょ

プ
（
》
○

わ
が
国
の
灸
法
は
、
平
安
・
鎌
倉
期
以
来
、
絶
え
る
こ
と
な
く

続
い
て
き
た
が
、
専
門
技
術
を
要
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
広
く
一

般
に
浸
透
し
、
江
戸
中
期
に
は
和
漢
の
諸
書
に
基
づ
く
古
来
の
灸

法
と
そ
の
変
法
の
ほ
か
、
民
間
で
も
様
々
な
出
自
未
詳
の
灸
法
が

行
わ
れ
て
い
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
「
日
本
伝
来
」
の
名
の
も
と

に
幅
広
く
採
録
し
た
も
の
で
、
同
系
害
で
あ
る
「
阿
是
要
穴
』
『
名

53

「
灸
嫡
塩
土
伝
」
の
意
義

篠
原
孝
市

家
灸
撰
』
と
並
ん
で
、
わ
が
国
の
十
八
世
紀
ま
で
の
灸
法
総
体
を

窺
う
た
め
の
絶
好
の
資
料
で
あ
る
。

本
書
の
現
存
テ
キ
ス
ト
は
全
て
写
本
と
近
代
以
降
の
油
印
本

で
、
版
本
は
確
認
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
以
下
の
検
討
で
は
、
従
来

影
印
さ
れ
た
唯
一
の
写
本
で
あ
る
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
本

を
使
用
す
る
。

本
書
の
巻
一
は
全
二
十
二
条
、
巻
二
は
全
四
十
五
条
か
ら
な
る
。

た
だ
し
底
本
の
本
文
で
は
巻
二
の
第
五
十
三
条
が
条
文
の
態
を
な

し
て
い
な
い
の
で
、
目
次
に
基
づ
き
補
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
各
巻
の
目
次
と
本
文
の
見
出
し
に
は
か
な
り
の
異
同
が
み
ら
れ

る
。
各
条
文
で
は
、
先
ず
最
初
に
漢
語
で
主
治
病
証
を
、
次
に
取

穴
法
を
記
す
。
こ
れ
に
図
や
著
者
の
按
語
が
付
く
場
合
も
あ
る
。

最
後
に
「
伝
日
」
と
し
て
そ
の
灸
法
の
由
来
、
伝
承
者
の
伝
記
的

事
項
（
家
系
な
ど
）
が
述
べ
ら
れ
る
。

本
書
中
の
灸
法
の
出
自
を
一
覧
す
る
と
、
民
間
の
無
名
氏
伝
承

の
も
の
が
全
条
数
の
四
分
の
一
に
及
ぶ
。
以
下
、
引
用
条
文
の
原

資
料
（
出
自
と
伝
承
で
複
数
の
資
料
の
関
与
も
あ
る
）
で
あ
る
書
名
と

人
名
に
限
っ
て
、
書
中
か
ら
採
録
す
る
。
人
名
・
書
名
が
一
体
で

書
か
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
、
そ
れ
以
外
は
各
々
別
に
採
録
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し
た
。
括
弧
内
は
条
番
号
、
？
は
伝
承
や
疑
義
の
場
合
、
□
は
難
読

字
を
さ
す
。

『
素
問
」
血
気
形
志
篇
（
髄
）
、
「
外
台
秘
要
方
」
所
引
崔
氏
（
呪
）
、

「
神
応
経
」
（
妬
）
、
『
類
経
附
翼
』
（
帥
）
、
和
丹
（
肥
、
”
？
、
銘
？
、

弱
？
）
、
丹
波
氏
（
鵬
、
鋤
）
、
丹
波
康
頼
（
躯
）
、
丹
波
頼
直
（
略
）
、

丹
波
時
長
（
犯
）
、
永
田
徳
本
『
梅
花
無
尽
蔵
」
（
皿
）
、
田
代
三
喜

（
舵
）
、
曲
直
瀬
道
三
（
似
、
皿
）
、
「
聖
功
方
」
（
吃
）
、
曲
直
瀬
正
純

（
師
？
）
、
今
大
路
氏
（
皿
）
、
寿
命
院
立
庵
（
型
）
、
竹
田
法
眼
定
加

（
別
）
、
亀
山
良
心
（
的
）
、
杉
原
伯
耆
守
（
妬
）
、
中
條
帯
刀
（
Ｗ
）
、

味
岡
三
伯
（
肥
、
媚
、
鞭
、
妃
、
蛸
、
帥
）
、
岡
本
一
抱
（
的
、
皿
、

認
、
開
、
弱
）
、
『
阿
是
要
穴
』
（
的
、
兜
、
銘
、
弱
）
、
中
山
三
柳
（
制
）
、

古
林
見
宜
（
昭
、
略
、
媚
、
列
、
弱
、
弱
）
、
猪
飼
仙
庵
（
Ⅳ
、
胡
）
、

松
下
見
林
『
見
宜
伝
」
（
過
）
、
香
月
牛
山
（
妬
、
別
、
“
、
開
）
、
福

井
可
助
（
鵬
、
認
）
、
福
井
南
竹
子
［
福
井
南
竹
翁
］
（
皿
、
”
、
弱
）
、

福
井
老
人
（
狐
、
妬
、
“
、
開
）
、
熊
谷
竹
隠
子
（
的
）
、
寺
嶋
良
庵

（
訓
）
、
寺
嶋
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
」
（
師
）
、
大
久
保
道
古
（
帥
）
、

平
泉
鬼
貫
（
帥
）
、
北
條
安
房
（
皿
）
、
長
崎
意
仙
（
巧
）
、
奈
良
店
雅

詮
（
肥
）
、
長
門
神
□
（
昭
）
、
川
村
医
生
（
詔
）
、
黄
檗
山
独
立
禅
師

（
粥
）
、
松
本
知
新
（
別
、
艶
、
記
）
、
林
周
徳
（
師
）
、
北
村
利
旦
（
団
）
、

重
松
義
且
（
田
）
、
山
辺
雅
詮
（
銘
）
、
摂
津
西
宮
縣
池
淳
庵
（
“
）
、

大
和
国
西
谷
村
一
農
夫
甚
太
郎
（
岨
）
、
大
和
国
口
医
西
谷
村
甚
太

郎
（
訂
）
、
伊
勢
国
度
会
之
口
客
堅
神
孫
右
衞
門
（
妬
）
、
伊
勢
国
野

人
（
弱
、
狐
）
、
伊
勢
国
山
田
村
鏡
円
寺
之
僧
（
兜
）
、
美
濃
国
大
垣

之
野
人
（
妬
）
、
河
内
国
一
農
夫
家
秘
（
略
）
、
和
口
郡
山
一
農
夫
家

伝
？
（
似
）
、
土
佐
国
高
知
府
一
農
家
（
、
）
、
土
佐
国
高
知
府
一
士

家
（
別
）
、
土
佐
国
高
知
府
野
人
（
詔
）
、
土
佐
国
下
津
野
一
農
大
石

氏
（
別
、
弱
、
髄
）
、
薩
摩
国
土
人
（
詔
）
、
讃
岐
国
高
松
野
人
（
蛇
）
、

讃
州
一
田
夫
（
“
）
、
家
君
（
蝿
、
帥
、
師
）
。

主
治
の
面
か
ら
見
る
と
、
四
条
以
上
の
条
文
が
当
て
ら
れ
て
い

る
の
は
婦
人
血
塊
、
厩
疽
瘻
瀝
、
喘
息
厭
逆
、
驚
風
艤
澗
、
瘡
疾

の
五
病
証
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
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史
学
研
究
部
）


